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近年の我が国における交通事故死亡者数は1990年代の年間約1万人のピークから2012年では年間4411人
へと減少傾向を辿っている．しかしながら，歩行中および自転車乗車中の死者がおよそ半数を占めており，

その割合は国際的にみるとOECD諸国においては最悪の水準となっている．一方で，ドイツをはじめとす

る欧州諸国においては歩行中および自転車乗車中の死者の割合は約20～30％と低くなっており，その一因

としてはLRTのトランジットモールをはじめとする市街地部における歩行者空間の確保が安全な交通環境

と関係していることが想起される．本研究においては，日本とドイツの交通事故統計に基づいて，交通安

全環境の差異の実情を整理するとともに，市街地部における歩行者空間の確保と交通安全環境との関連性

についての仮説を提示することを目的とする． 
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1. はじめに 

 

近年の我が国における交通事故死亡者数は1990年代の

年間約1万人のピークから2012年では年間4411人へと減

少傾向を辿っている（図-1）．しかしながら，歩行中お

よび自転車乗車中の死者がおよそ半数を占めており，そ

の割合は国際的にみるとOECD諸国においては最悪の水

準となっている（図-2）．一方で，ドイツをはじめとす

る欧州諸国においては歩行中および自転車乗車中の死者

の割合は約20～30％と低くなっており，その一因として

はLRTのトランジットモールをはじめとする市街地部に

おける歩行者空間の確保が安全な交通環境と関係してい

ることが想起される．本研究においては，日本とドイツ

の交通事故統計に基づいて，交通安全環境の差異の実情

を整理するとともに，市街地部における歩行者空間の確

保と交通安全環境との関連性についての仮説を提示する

ことを目的とする． 

 

2. 交通事故統計の日独比較 

 

(1) 全国レベルの傾向 

 
図-1 日本における交通事故死者数の推移1) 

 

 

図-2 状態別死者数の国際比較2) 
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図-3 交通事故死者数推移の日独比較1),3) 

 

 
図-4 状態別死者数の推移［日本］1) 

 
図-5 状態別死者数の割合の推移［日本］1) 

 

 
図-6 状態別死者数の推移［ドイツ］3) 

 

図-7 状態別死者数の割合の推移［ドイツ］3) 

日本とドイツの交通事故死者数の推移をみると（図-

3），ドイツでは1970年に年間21,332人のピークを迎え日

本よりも高い水準で推移していたが，1990年以降は日本

よりも低い水準で推移するようになっている． 

状態別の死者数でみると（図-4～図-7），1990年代にお

いては日本，ドイツともに自動車乗車中の死者数が多か

ったものの，近年では大きく減少しており，死者数の減

少は自動車利用者への対策が功を奏したとみることがで

きる．一方，歩行者に着目すると，ドイツでは1991年に

おいて既に全体の約20％程度の割合となっており，近年

でも15％前後の割合で推移しており，歩行者が事故で死

亡する割合は低い水準を保っている．しかしながら，日

本においては1990年において27％であったのが2012年に

は37％と，死亡者数の絶対数は減少しているものの割合

は上昇する傾向となっている． 

地形別の死者数でみると（図-8，図-9），日本では市

街地における死者数が絶対数，割合ともに多いのが特徴

的となっている．一方，ドイツにおいては近年では市街

地での死者数は1000人台と日本の約3分の1の水準で推移

している． 

以上を考え合わせてみると，日本においては歩行者へ

の対策，そして市街地での対策が遅れている状況を見て

取ることができ，ドイツをはじめとする欧州諸国で市街

地における歩行者への安全対策をいかに進めてきたのか

を見習う必要があると考えられる． 

 

 

図-8 地形別死者数の推移［日本］2) 

 

図-9 地形別死者数の推移［ドイツ］2) 
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(2) 地域レベルの傾向 

 次に，状態別の死者数が地域によってどのような傾向

となっているのかを5年間の累計で見てみることにする．

日本の都道府県別にみると（図-10），歩行中の死者数

の割合は多くの県で30～40％の値となっている．首都圏

と近畿圏の都府県では自動車乗車中の死者の割合が低い

傾向にあるものの，歩行中の死者の割合は大きな差異が

みられない状況となっている． 

 同様にドイツの州別にみると（図-11），大都市部で自

動車乗車中の死者が少ないために歩行中の割合が高くな

っているが，他の地域では歩行中の死者の割合が10～

20％の値となっており，いずれの地域でも低い水準にな

っている状況である． 

 

3. 市街地における歩行者空間の確保と交通安全

環境に関する仮説 

 

 ドイツの交通死亡死者数が1970年に21,332人のピーク

を迎えていたことを先述したが，1970年代にはドイツに

おいて市街地部における歩行者空間を拡大する計画が各

都市で立案され実施されている実績がある．

Monheim(1975)4)によれば，1960年以前に歩行者空間が整

備された市街地は31箇所であったのが，1960年代に59箇

所，1970～1974年の4年間で107箇所で整備がなされ急速

に拡大してきたことを指摘している．このうち20箇所は

歩行者と公共交通が共存するいわゆるトランジットモー

ルになっており，このような歩行者空間の確保施策が交

通事故死者数の減少に貢献したのではないかという仮説

が浮かび上がる． 

 

4. おわりに 

 

 

図-11 州別の状態別死者数の割合［ドイツ・2009～13年］3) 

 

今後は歩行中の死亡事故，負傷事故が市街地で起こっ

たものなのか，過去と比べて市街地部の事故は減ってい

るのか，減っているとすればLRT整備に伴う歩行者空間

の拡大が影響しているのかどうか，といった観点からの

分析を進めていきたいと考えている． 
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図-10 都道府県別の状態別死者数の割合［日本・2008～12年の5年間の累計］1) 
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